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構成要素数が 2 個と 3 個のものが全体の 8 割以上を占める。（2）意味ラベルは，「疾患」「身











録した辞書 ComeJisyo の見出し語を対象として語構成の解析に着手した。 
ComeJisyo1は形態素解析器 MeCab の辞書として利用可能で，かつ，読み仮名や実際の
医療記録における文書頻度などを付加した人間も可読な辞書であり，2008 年より無償公開
                                                  

























公開予定の ComeJisyoSjis-1 の見出し語 111,664 語と研究用に収集した医療用語デー
タ 52,974 語を照合し，一致する語 31,162 語（以下，「合成語データ」という）を抽出 
(2) 『分類語彙表』に収録されている語（一般的な語）を含む合成語データの抽出： 
① 「合成語データ」を MeCab0.996 と UniDic-cwj-2.2.0 により短単位に分割 
② 「臨時一語」の認定要件（石井 2007）に該当しないもの 7,327 語を抽出 
③ 更に，アルファベット，ひらがな，カタカナのみからなる語を削除した 3,728 語を
抽出 
④ 既に 2018 年 11 月公開の ComeJisyoUtf8-1（75,831 語）における出現頻度を求
め，頻度の多いもの上位 25％となる 768 語を抽出 
⑤ 『分類語彙表』の項目と照合し，一致した 231 語を抽出 
⑥ 合成語データ（31,162 語）より⑤の 231 語を含む合成語データ 7,139 語を抽出 
(3) 本調査データの抽出： 











独立させないため，「非中毒性」全体が 1 構成要素となる。 
 分析した 1,000 語に用いられた語構成要素の総数（延べ）は 2,415 個，種類（異なり）は
1,146 個であった。そのうち，頻度 10 以上の 35 語を表 1 に示した。上位には，疾患，症
状，状態を表すものが多く，身体部位は 3 つ（大腿骨，子宮，血管）のみであった。表 1 の
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 35 語の延べ語数は 647 語で，出現した全体語構成要素の約 26.8%を占める。 
 
表 1 語構成要素（頻度 10 以上） 
 
語構成要素 頻度  語構成要素 頻度  語構成要素 頻度 
腫瘍 65  貧血 18  慢性 13 
損傷 60  麻痺 17  一過性 11 
先天性 43  感染症 16  子宮 11 
手術 28  狭窄症 16  中毒性 11 
障害 25  異常 14  捻挫 11 
出血 21  萎縮 14  運動 10 
挫傷 20  熱傷 14  結核性 10 
脱臼 20  悪性 13  血管 10 
大腿骨 19  急性 13  術後 10 
多発性 19  結核 13  髄膜炎 10 
中毒 18  後遺症 13  慢性 10 








れた意味ラベルは図 1 に挙げた 70 種類であった3。 
図 1 意味ラベル一覧（50 音順） 








位置 医療行為 医療行為・作用 動き 動き・状態 動き・変化・増減 学術 感覚 
機器 器具 機能 空間 空間・身体部位 経済 形状 形状・状態 検査法 行為 
サービス・支援 時間 施設 疾患 疾患・奇形 疾患・形状 疾患・症状 疾患・状
態 手段 種類 使用 障害 症状 症状・疾患 状態 状態・症状 状態・程度 状
態・変化・増減 食品 身体部位 身体部位・空間 身体部位・部分 振動 心理 数
量 数量・身体部位 精神 生理 生理・動き 増減 体液 建物 単複 超過 治療 
通過 動植物 人間 熱 能力 排泄物 破裂 光 物質 物品 部分 分泌物 文













表 2 意味ラベル（頻度 10 以上） 
意味ラベル 頻度  意味ラベル 頻度  意味ラベル 頻度 
疾患 606  人間 29  疾患・形状 12 
身体部位 576  行為 25  数量 12 
状態 466  障害 25  身体部位・部分 11 
症状 94  動き・状態 24  精神 10 
医療行為 85  疾患・状態 24    
時間 54  種類 21    
生理 49  状態・変化・増減 17    
動き 45  動植物 16    
物質 44  薬品 15    
空間 30  形状 12    
 
5．語構成要素数 
 図 2 は，1 語あたりの語構成要素数を示したものである。語構成要素数 2 の実践医療用語
がいちばん多く，全体の 5 割強を占めることが分かる。また，語構成要素数が 2 と 3 とで
全体の約 8 割以上を占めている。ちなみに，語構成要素数がいちばん多かったのは，「坐骨



























  また，個々の医療用語を構成する文字数を語構成要素数で割った，1 語構成要素当たりの






ら見た場合と語末から見た場合の 2 種類である。いずれも表 2 で意味ラベルの出現頻度が
25 以上の 13 語について調べた。 
 
6．1 語頭からみた場合 
 意味ラベルの出現割合を語頭からの位置別に表したのが表 3 である。表 3 の見方である
が，例えば「疾患」という語構成要素は，語頭から 1 個目（すなわち語頭）の位置の出現割
合は 3.60 であることを示す。この出現割合は，例えば，「疾患」が語頭から 1 の位置（すな
わち語頭そのもの）に現れた数を，当該の位置を持つ語の数（語頭から 1 であれば，全ての
語がその位置を持つので 1,000，語頭から 2 であれば，語構成要素数 1 の語が差し引かれる




表 3 語構成要素の出現割合（語頭から見た場合） 
  位置 
ラベル 1 2 3 4 5 6 
疾患 3.60 36.89 45.55 45.98 73.33 100.00 
身体部位 39.20 15.67 8.65 6.90 - - 
状態 29.60 13.60 8.40 10.34 20.00 - 
症状 1.30 5.66 6.11 4.60 6.67 - 
医療行為 1.00 2.72 8.91 17.24 - - 
時間 4.00 1.09 1.02 - - - 
生理 1.70 2.83 1.53 - - - 
動き 1.00 2.83 1.53 3.45 - - 
物質 3.10 0.87 1.27    
空間 1.50 1.09 1.27 - - - 
人間 2.30 0.33 0.51 1.15 - - 
行為 1.30 0.98 0.76 - - - 
障害 0.10 0.98 3.56 1.15 - - 
 







 表 4 は語末から見た場合の語構成要素の出現割合である。おおむね表 3 と一致する傾向
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 が見て取れる。表 4 の「位置」は，語末からの位置であり，1 が語末を表し，2 が語末から







表 4 語構成要素の出現割合（語末から見た場合） 
  位置 
ラベル 1 2 3 4 5 6 
疾患 54.30 5.98 2.04 - - - 
身体部位 2.00 41.13 35.62 34.48 46.67 100.00 
状態 6.40 23.94 38.42 28.74 40.00 - 
症状 8.00 1.41 0.25 - - - 
医療行為 7.30 0.87 0.76 1.15 - - 
時間 0.80 2.83 3.82 4.60 6.67 - 
生理 1.70 3.05 0.51 2.30 - - 
動き 2.30 1.74 1.27 1.15 - - 
物質 0.30 2.83 3.31 2.30 - - 
空間 0.20 1.52 2.54 4.60 - - 
人間 0.40 1.52 1.27 6.90 - - 
行為 1.30 0.98 0.76 - - - 





7．1 語構成要素数 1 の場合 
 表 5 に示したように「疾患」「身体部位」「状態」が上位に来ている。 
 








7．2 語構成要素数 2 の場合 
 表 6 から，語構成要素数 2 の場合，第 1 要素と第 2 要素の間の上位には共通する意味ラ
ベルがなく，これらの組み合わせにより，医療用語が構成されていることが示唆される。ち
なみに，意味ラベルの 2-gram の集計では，いちばん多かったのは「身体部位」+「疾患」
                                                  
4 「症状」は表 3 では明確な傾向が認められなかった。 
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 で 270 回出現，その次が「状態」＋「疾患」で 157 回の出現であった。 
 
表 6 語構成要素数２の場合（上位 7 語） 
意味ラベル 第 1 要素での頻度  意味ラベル 第 2 要素での頻度 
身体部位 228  疾患 304 
状態 140  症状 46 
時間 20  状態 25 
物質 18  医療行為 22 
生理 13  疾患・状態 16 
動植物 13  動き 15 
人間 13  動き・状態 14 
 
7．3 語構成要素数 3 の場合 
 語構成要素 3 では，位置的な分布に特徴があるものを抜き出して表にした。表 7 から「身
体部位」「状態」は第 1 要素（語頭）と第 2 要素（語中）に多く出現すること，「疾患」「医
療行為」「症状」「障害」は第 3 要素（語末）に多く出現すること，「生理」は第 2 要素に多
く出現することが分かる。 
 
表 7 語構成要素数 3 の場合 






身体部位 118 114 0 
状態 117 70 20 
疾患 5 32 166 
医療行為 3 3 32 
症状 1 6 23 
障害 0 0 14 
生理 1 13 4 
 
7．4 語構成要素数 4 の場合 
 語構成要素 4 でも，位置的な分布に特徴があるものを抜き出して表にした。表 8 から「身
体部位」は第 1（語頭）～第 3 要素にかけて広く出現すること，「状態」は第 1 要素（語頭）
と第 2 要素に多く出現すること，「疾患」「医療行為」は第 4 要素（語末）に多く出現するこ
と，「空間」は語中の要素のみに出現することが分かった。 
 










身体部位 27 19 30 1 
状態 23 28 7 7 
疾患 0 3 13 38 
医療行為 1 0 3 15 
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